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次号予告 2025年 11‒12月号

特集

トラブルの解きほぐし方と
立て直し方
「どうして、こんなことに……」——思いがけず巻き込まれたトラブルに、悩んだり
立ち止まったりした経験はありませんか？　どんなに丁寧に向き合っても、利用者
や多職種、職場のメンバーとの間でトラブルが生まれてしまうことがあります。大切
なのは、起きた後にどう対応するか。
本特集では、実際の事例をもとに、当事者がどのように状況を整理し、関係を再
構築していったのかを紹介します。悩みの渦中にある人も、いつかの備えとして読
みたい、現場発の「立て直しの知恵」をお届けします。

【寄稿特集】私はこう乗り越えた！
※一部変更となることがあります。

編集後記

友 人や知人に敬遠される行動の
上位に君臨するのが「お店等

で店員さんに横柄な態度をとる」では
ないでしょうか（個人的見解です）。最
近、お店や駅などでカスハラに関する
ポスターをよく見かけるようになりました。
それらを見ていると、「お客様は神様だ！」
という考え方が徐 に々薄れていっている
のだろうなと感じます。▶今回のテーマ
を考える上で難しいと感じたのが、当
事者によってハラスメントかどうかの判
断基準が微妙に異なるという点でし
た。Aさんにとっては普通のことでも、B
さんにとっては不快に感じる。自分の言
動や行動に、いっそうの注意が必要だ
と感じたのでした。ハラスメントの問題
を突き詰めて考えていくと、「いずれ誰と
も何も話せない（関われない）日がやっ
てくるのか……？」となりそうです。▶（権
利や立場が守られるのは重要なので
すが）カスハラが注意喚起されるがあま
り、サービス提供側の権利意識（？）
が強くなって、必要以上にハラスメント
を指摘する世の中になるのも健全では
ないのではとも思います。サービスを
提供する側とされる側、お互いが敬意
を持って、気持ちのよいコミュニケーショ
ンが取れる世界になるといいですね。
…高橋
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